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埼
玉
大
会
の
準
備
進
む

第25回全日本

仏教徒会議

記
念
講
演

　
第
二
十
五
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

は
、
十
月
七
日
午
前
九

時
半
よ
り
、
埼
玉
県
浦

和
市
の
埼
玉
会
館
に
お

い
て
、
「
仏
教
を
現
代

に
生
か
そ
う
」
1
い
の
ち
を
大
切
に
一
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
。

　
全
日
仏
事
務
総
局
で
は
組
織
局
を
中
心
に
、

ま
た
地
元
埼
玉
県
仏
教
会
で
は
、
準
備
委
員
会

を
実
行
委
員
会
へ
発
展
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と

三
カ
月
余
の
大
会
に
む
け
準
備
し
て
い
る
。

　
特
に
埼
玉
県
仏
教
会
で
は
、
連
日
に
わ
た
り

昭和52年7月1日
OOOo馬》く＝：》oo《＝＝⊃oo（；＝）oo⊂＝》oo（＝．）ooooo（ニ》oo《＝）oo

斎
藤
栄
三
郎
氏

県
仏
会
館
で
会
議
を
開
き
、
大
会
日
程
、
埼
玉

仏
教
百
年
目
調
査
票
収
集
、
勧
募
、
記
念
事
業

な
ど
に
つ
い
て
順
調
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
第
2
5
回
埼
玉
大
会
要
項

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ
う
」

　
　
　
　
　
　
－
い
の
ち
を
大
切
に
一

部会日

会場時
昭
和
五
十
二
年
十
月
七
日
（
金
）

浦
和
市
県
庁
通
り
・
埼
玉
会
館

第
一
部
会
（
実
践
部
会
）
1
仏
教
を

現
代
に
生
か
す
具
体
的
方
策

第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）
一
日
常

生
活
に
仏
教
を
生
か
す
方
策

第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）
一
青
年
の
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埼
玉
大
会
を
記
念
し

「
文
書
伝
道
資
料
展
」

出
品
の
お
願
い

　
第
二
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
三
重
大

会
で
採
択
さ
れ
た
文
書
布
教
を
奨
励
す
る
運

動
推
進
の
た
め
第
二
十
五
回
埼
玉
大
会
で
は

「
文
書
伝
道
資
料
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
宗
派
、
県
仏
、
団
体
な
ら
び
に
地
域
仏
教

会
や
各
寺
院
に
お
い
て
発
行
す
る
会
報
、
寺

報
、
ハ
ガ
キ
伝
道
、
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
、
教
箋
、
機
関
紙
な
ど
を
布
教
伝
道
資

料
と
し
て
展
示
い
た
し
た
く
、
そ
の
出
品
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

展
示
期
日

展
示
場
所

資
料
送
付

※
出
品
下
さ
っ
た
伝
道
資
料
は
、

後
埼
玉
県
仏
教
会
に
て
整
理
保
存
い
た
し
ま

す
の
で
む
了
承
下
さ
い
。

昭
和
五
十
二
年
十
月
七
日

浦
和
市
埼
玉
会
館

九
月
十
五
日
ま
で
に
埼
玉
県
仏

教
会
へ
お
送
り
下
さ
い
。
（
浦

和
市
高
砂
四
の
十
三
の
十
八
・

埼
玉
県
仏
教
会
文
書
伝
道
資
料

丸
麦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
展
示
終
了
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生
活
に
仏
教
を
活
か
す
具
体
的
方
策

講
演
仏
教
徒
へ
の
提
言
－
斉
藤
栄
三
郎
氏

　
（
記
念
行
事
）

①
名
僧
墨
蹟
展
　
9
月
1
5
～
2
0
日
大
宮
高
島
屋

②
仏
教
幼
児
画
展
　
1
2
月
5
～
7
日
埼
玉
会
館

③
文
書
伝
道
資
料
展
　
1
0
月
7
日
埼
玉
会
館

　
（
協
賛
行
事
）

①
写
真
展
「
石
ほ
と
け
た
ち
」
1
0
月
5
～
9
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
会
館

②
秩
父
3
4
カ
所
観
音
霊
場
巡
拝
1
0
月
8
・
9
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秩
父
札
所

大
会
実
行
委
員
会
開
く

　
六
月
十
六
日
午
前
十
時
よ
り
全
日
仏
会
議
室

で
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大

会
の
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

　
す
で
に
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
の
報

告
の
あ
と
、
大
会
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
協
議

し
、
大
会
長
、
幹
事
長
お
よ
び
各
部
会
長
、
助

言
者
、
議
事
運
営
委
員
、
起
草
委
員
等
を
選
ん

だ
。
ま
た
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議
に
つ
い
て

も
、
そ
の
内
容
、
役
員
な
ど
を
検
討
し
た
。

日
本
仏
教
文
化
会
議
雛
虻

　
全
日
本
仏
教
会
と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

（
孝
道
教
団
）
の
共
催
に
よ
る
「
日
本
仏
教
文

化
会
議
」
は
今
年
第
十
回
目
を
む
か
え
る
。

　
今
年
は
第
十
回
と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
ま
ま

で
の
「
ア
ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
　
（
一
～
三
）
、

「
生
命
科
学
と
仏
教
」
　
（
四
～
六
）
、
「
人
類

の
未
来
と
仏
教
」
　
（
七
～
九
）
の
成
果
を
ふ
ま

え
、
ま
た
明
年
の
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
に
む
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
も
た

れ
る
。

　
特
に
生
命
尊
重
か
ら
み
る
人
口
問
題
、
食
糧

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
資
源
問
題
、
工
業
化
に

よ
る
公
害
問
題
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
と
の

間
に
お
け
る
南
北
問
題
な
ど
、
現
代
社
会
に
お

け
る
具
体
的
問
題
を
考
慮
し
つ
つ
、
新
し
い
人

．
類
の
価
値
観
を
確
立
し
、
具
体
的
実
践
的
に
仏

教
の
本
旨
を
生
か
す
べ
く
討
議
が
な
さ
れ
る
だ

け
に
、
そ
の
ま
ま
明
年
の
大
会
の
資
料
と
な
る

よ
う
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
運
営
委
員
会
な
ど
も
開
か
れ
、
次
の

よ
う
な
要
項
で
行
わ
れ
る
。

　
“
第
十
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
要
項
”

テ
ー
マ
　
仏
教
徒
は
現
代
に
何
を
な
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
1
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
提
言
1

　
　
　
　
（
研
究
事
項
）
①
仏
教
徒
が
思
考
す

　
　
　
　
る
未
来
社
会
　
②
世
界
仏
教
徒
の
連

　
　
　
　
絡
提
携
に
つ
い
て
　
③
そ
の
他

期
　
日

会
　
場
主
催

後
援

八
月
二
十
五
日

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
財
）
全
日
本
仏
教
会

（
財
）
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

読
売
新
聞
社

　
な
お
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
（
聴
講
）
が
許
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
の
方
は
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
へ

そ
の
旨
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
本
年
は

一
日
だ
け
の
会
議
で
す
。

2
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｢
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
1
2
回
世
界
仏
教
徒
会
議
　
　
日
本
大
会
　
に
　
む
　
か
　
っ
　
て

◎
と
き
／
昭
和
5
3
年
田
月
一
日
亭
6
日
　
　
　
◎
と
こ
ろ
／
東
京
・
京
都

事
務
局
準
備
状
況

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日

本
大
会
の
準
備
は
順
調
に
す
す
ん
で
い
る
が
、

あ
と
一
年
三
カ
月
と
い
う
期
間
に
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
実
行
委
員
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
事
務
局

も
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

　
【
庶
務
部
】
人
事
・
文
書
を
含
む
庶
務
一
般

を
受
け
も
ち
、
追
加
実
行
委
員
の
人
事
、
文
書

整
理
の
ほ
か
に
、
さ
わ
や
か
な
ウ
グ
イ
ス
色
の

封
筒
、
便
箋
な
ど
を
作
成
。

　
【
企
画
部
】
企
画
、
局
間
調
整
な
ど
を
分
担

し
、
各
部
と
の
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
組
織

委
員
会
の
人
選
、
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。
す
で
に
「
大
会
の
栞
」
も

作
成
さ
れ
、
現
在
発
送
し
て
い
る
。
ま
た
外
貨

事
情
の
悪
い
国
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
来
日
で

き
る
よ
う
研
究
す
る
。

　
【
記
念
事
業
部
】
す
で
に
仏
教
英
語
学
生
の
．

研
修
は
毎
週
一
回
ず
つ
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
記
念
出
版
、
墨

跡
展
な
ど
企
画
中
で
あ
る
。

　
【
勧
募
部
】
勧
募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
も

と
ず
き
活
動
す
る
。
す
で
に
勧
募
帳
、
勧
逗
留

勧
募
袋
が
作
成
さ
れ
、
勧
募
体
制
に
は
い
っ
て

い
る
。

　
【
経
理
部
】
加
盟
団
体
協
力
金
に
つ
い
て
は

経
理
部
で
扱
い
、
そ
の
依
頼
に
も
と
ず
き
、
各

団
体
の
協
力
に
よ
り
順
調
に
集
ま
っ
て
い
る
。

　
【
渉
外
部
】
W
F
B
本
部
と
の
連
絡
は
も
と

よ
り
、
大
会
に
対
す
る
問
い
合
せ
に
答
え
る
一

亜
目
大
会
招
待
状
の
作
成
準
備
中
。
ま
た
地
方

大
会
の
依
頼
交
渉
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
【
広
報
】
ポ
ス
タ
ー
の
原
案
が
で
き
、
細
部

に
つ
い
て
事
務
局
で
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
業

界
紙
に
広
告
を
依
頼
す
る
。

　
　
【
式
典
】
歓
迎
大
会
の
予
定
さ
れ
て
い
た
武

道
館
が
日
程
の
関
係
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
、
他
の
ホ
ー
ル
を
打
診
中
。
開
会
式
は
築

地
本
願
寺
の
内
諾
を
得
、
閉
会
式
は
京
都
国
際

会
議
場
を
予
約
し
た
。
地
方
大
会
は
交
渉
中
。

　
【
会
議
】
会
議
は
芝
の
増
上
寺
の
内
諾
を
得

，
た
。
分
科
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
【
接
待
】
輸
送
、
宿
泊
な
ど
は
旅
行
業
社
依

頼
の
方
向
で
折
衝
中
。
ま
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な

ど
も
検
討
中
で
あ
る
。

仏
教
英
語
研
究
会

夏
期
研
修
は
身
延
山
で

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の
記

念
事
業
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
仏
教
英
語
学
生

養
成
」
の
研
究
会
（
仏
英
研
）
は
、
当
初
の
予

定
を
オ
ー
バ
ー
し
、
応
募
者
四
十
名
（
駒
沢
大

、
大
正
大
、
立
正
大
、
武
蔵
野
女
子
大
な
ど
）
が

毎
凋
＝
回
熱
心
に
講
義
を
受
け
て
い
る
。
な
お

会
場
は
浅
草
の
浜
田
ビ
ル
か
ら
、
新
宿
の
常
円

．
寺
（
日
蓮
宗
・
及
川
真
学
住
職
）
に
移
し
て
開

催
し
て
い
る
。

　
講
師
の
先
生
方
も
仏
英
研
の
意
図
に
そ
っ
て

講
義
を
さ
れ
て
い
る
。
第
一
月
曜
の
花
山
勝
友

先
生
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
実
践
的
な
仏

教
英
会
話
。
第
二
木
曜
の
佐
伯
真
光
先
生
は
、

と
り
あ
え
ず
当
日
の
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
を
使

用
し
て
の
講
義
。
第
三
月
曜
の
松
灘
弘
道
先
生

は
、
O
自
身
で
出
版
さ
れ
た
「
仏
教
英
語
入
門

書
」
を
全
員
に
配
布
し
て
講
義
。
第
四
木
曜
の

小
笠
原
隆
元
先
生
は
、
厳
格
な
仏
教
英
語
の
講

義
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
法
で

教
え
て
お
ら
れ
る
。

　
　
【
夏
期
合
宿
】
夏
休
み
中
に
一
週
間
程
度
の

集
中
研
修
は
、
日
蓮
宗
総
本
山
・
身
延
山
の
O

配
慮
に
よ
り
山
梨
県
身
延
山
の
「
身
延
山
信
徒

研
修
道
場
」
に
お
い
て
、
七
月
二
十
日
よ
り
二

十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
．

勧
募
委
員
会
ひ
ら
く

東
西
配
分
な
ど
協
議

　
勧
募
委
員
会
は
五
月
二
十
四
日
、
第
一
部
門

（
久
保
埜
委
員
長
）
・
第
二
部
門
（
郡
司
委
員

長
）
合
同
で
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

　
（
東
西
の
区
分
）
東
日
本
⊥
二
重
、
愛
知
、

岐
阜
、
福
井
以
東
と
す
る
。
西
日
本
⊥
二
重
を

の
ぞ
く
関
西
以
西
を
い
う
。

　
（
特
別
寺
院
勧
募
額
東
西
配
分
）
東
臼
本
一

二
千
百
五
十
万
円
、
西
日
本
1
二
千
万
円
を
予

定
す
る
。

　
（
一
般
寺
院
勧
募
額
東
西
配
分
）
東
日
本
一

四
千
万
円
、
西
日
本
1
1
二
千
万
円
と
し
》
東
日

本
の
四
千
万
の
う
ち
二
千
八
百
万
円
を
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
で
配
分
す
る
。

　
（
勧
募
完
了
目
標
期
日
）
東
日
本
特
別
寺
院

は
十
月
、
西
日
本
特
別
寺
院
は
明
年
三
月
、
東

京
仏
教
連
合
会
は
十
月
目
東
京
以
外
東
日
本
一

般
寺
院
は
明
年
八
月
　
西
日
本
一
般
寺
院
は
明

年
八
月
、
仏
教
徒
協
賛
金
は
明
年
九
月
と
い
う

こ
と
で
了
承
。

　
（
仏
教
徒
協
賛
金
）
特
別
仏
徒
協
賛
金
は
、

全
仏
企
画
ツ
ア
ー
参
加
経
験
者
に
一
口
五
万
円
・

の
協
賛
を
依
頼
す
る
。
約
二
百
口
で
一
千
万
円

を
予
定
す
る
。

　
一
般
仏
徒
協
賛
金
は
、
募
金
箱
・
募
金
袋
な

ど
を
作
り
、
有
力
都
道
府
県
仏
を
通
じ
て
寺
院

に
設
置
し
、
約
一
千
万
円
を
予
定
す
る
。

　
（
協
賛
寺
院
・
協
賛
者
に
対
す
る
処
遇
）
一

万
円
～
五
万
円
迄
は
感
謝
状
、
五
万
円
超
～
二
．

十
万
円
迄
は
感
謝
状
と
記
念
品
、
二
十
万
円
以

上
は
感
謝
状
と
記
念
品
、
．
こ
の
他
に
協
賛
者
侭

式
典
な
ど
に
招
待
す
る
。

　
（
特
別
寺
院
と
一
般
寺
院
里
国
担
当
区
分
）

　
委
員
会
と
事
務
局
が
主
体
と
な
っ
て
勧
募
を

行
い
、
公
表
は
都
道
府
県
内
扱
い
と
す
る
。

　
（
関
連
業
界
寄
付
依
頼
）
一
千
万
程
度
を
依

頼
す
る
。

　
（
勧
募
委
員
増
員
）
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
よ

り
選
出
の
実
行
委
員
数
名
が
、
勧
募
の
実
動
に

協
力
す
る
旨
の
意
志
表
示
が
あ
り
了
承
。
　
　
一

　
そ
の
他
に
全
日
仏
加
盟
団
体
へ
挨
拶
の
た
め

六
月
下
旬
よ
り
実
動
に
う
つ
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
。
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国■

浄
土
宗
宗
務
庁

　
浄
土
門
主
岸
　
信
宏

　
宗
務
総
長
稲
岡
覚
順

　
総
務
局
長
　
梶
　
原
　
重
　
道

　
教
学
局
長
古
屋
道
雄

　
財
務
局
長
水
谷
激
道

　
社
会
局
長
飯
田
信
弘

宗
務
支
所
長
野
村
宗
春

輔
曜
螺
殿
山
口
諦
存

　
鰭
章
台
　
無
垢
品
　
導
　
生

塑
公
室
巖
藤
野
俊
雄

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇

〒
鵬
　
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇

臨
済
宗
妙
心
寺
派

宗
務
本
所

宗
務
総
長
　
後
　
．
藤
　
純
　
　
一

総
務
部
長
　
高
　
橋
…
　
勇
　
音

教
学
部
長
栽
千
丁
道

財
務
部
長
土
屋
孝
喜

轟
殿
千
坂
二
道

法
務
部
長
釈
　
義
雄

参
拝
部
長
今
山
弘
毅

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町

〒
㎝
〇
七
五
（
四
六
三
）
＝
二
二
一

真
言
宗
御
室
派
宗
務
所

総
本
山
仁
和
寺

潴
賑
森
諦
円

一
難
嚴
立
部
瑞
祐

礪
護
周
藤
真
雄

　
轍
学
部
撮
和
田
仁
雅

礪
濃
市
橋
真
弘

　
華
務
長
手
十
干
俊

御
忌
事
務
局
長
立
部
瑞
祐

〃
次
長
大
林
二
二

京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
十
三

〒
鵬
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

大
本
山
大
覚
寺
門
跡

　
　
真
言
宗
大
覚
寺
派
宗
務
庁

　
　
旧
嵯
峨
御
所
華
道
総
局
所

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四

〒
棚
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

聖
観
音
宗

金
龍
山
浅
草
寺

管
長
清
水
谷
恭
順

宗
務
総
長
壬
生
台
舜

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
⊥
ニ
ー
一

〒
m
　
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

一4一
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び
ヨ
　
一

●

噌

日
蓮
宗
宗
務
院

　
管
　
長
望
月
　
日
滋

　
宗
務
総
長
松
村
寿
顕

　
総
務
部
長
　
遠
　
藤
　
日
　
護

　
庶
務
部
長
　
堀
　
　
　
　
竜
　
雄

　
財
務
部
長
　
石
　
井
　
隆
　
教

　
教
務
部
長
藤
田
教
忠

簾
道
者
小
川
原
潮
栄

　
新
聞
部
長
中
村
正
彦

籍
撫
小
林
栄
雄

　
東
京
都
大
田
区
池
上
一
の
三
十
二
の
十
五

　
〒
螂
〇
三
（
七
五
一
）
七
一
八
一

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

　
　
管
　
長
　
川
　
田
　
聖
　
見

　
　
宗
務
総
長
熊
野
龍
夫

　
　
総
務
部
長
加
藤
龍
弘

　
　
教
化
部
長
門
屋
大
寿

　
　
教
務
部
長
田
野
憲
宥

　
　
財
務
部
長
岩
脇
宏
信

聡躰

Z
嚴
酪
賄
島
村
智
堂

　
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
の
四
〇
の
八

　
〒
皿
　
〇
三
（
九
四
五
）
〇
六
三
九一

“
曙

〒京
601都
万市
○伏
了見
五区
盆醍
七醐
じ東
○大
○路
9；

財執
務
部
長行

水

守

俊

英

教執
学
部
長行

斎

藤

明

道

庶執
務
部
長行

大

沢

自

聚

宗執

無
長長

岩

城

秀

雄

管座

長主

岡

田

宥

秀

真備
景本
騒山

派停
め

霧醐
李寺

念
法
真
教
教
団

総
本
山
金
剛
寺

　
灯
　
主
　
小
倉
霊
現

　
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
一
四
－
二
二

　
〒
鵬
　
〇
六
（
九
二
）
二
一
〇
一

社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
会
　
長
　
大
　
谷
智
子

　
副
会
長
一
条
智
光

　
理
事
長
　
山
本
　
　
　
杉

　
事
務
局
長
船
口
暉
子

事
務
局

　
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
－
九
一
七

　
〒
聯
　
〇
三
（
三
〇
二
）
一
五
九
八

一5一
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　　大真
田囎本意
論嵩馨
　　分寺
藤口寺派
彰公

範教

大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
の
六
の
＋
八

〒
謝
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

大
阪
府
仏
教
会

　
会
　
　
長
　
西
　
口

副
会
長
　
鶯

〃

井

事
務
局
長
　
川

　
　
公
教

　
（
国
分
寺
）

地
　
一
　
隆

　
（
本
照
寺
）

上
文
克

　
（
妙
信
寺
）

口
　
良
　
信

　
（
全
興
寺
）

事
務
局

　
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
の
六
の
＋
八

　
国
分
寺
内

　
〒
謝
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

福
岡
県
仏
教
連
合
会

会
　
長
　
花
田
英
忠

副
会
長
藤
岡

〃

彰

谷
　
山
野
外

事
務
局
長
田
村
圓
澄

〃
次
長
　
円
　
日
成
道

〃

波
多
野
聖
雄

会
計
高
崎
知
道

福
岡
県
大
野
城
市
錦
町
ニ
ー
即

妙
教
寺
内

〒
鵬
　
〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六

近
代
仏
教
研
究
会

代
　
表
壬
　
生
照
順

事
務
局
長
小
室
悪
場

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
－
＋
七
⊥
一

華
蔵
院
内

〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

財
団
法
人

国
際
仏
教
興
隆
協
会

名
誉
総
裁
大
谷
光
暢

理
事
長
巖
谷
勝
雄

役
員
　
一
　
同

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
－
二
四
一
五
三

祐
天
寺
内

〒
鵬
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

真
言
宗
中
山
寺
派

大
本
山
中
山
寺

宝
塚
市
中
山
寺
二
の
十
一
の
一

〒
働
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

財
団
法
人

日
本
仏
教
鎭
仰
会

理
事
長
中
山
理
　
々

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
ニ
ー
五
⊥
ハ

亀
田
ビ
ル
内

〒
期
　
〇
三
（
二
五
六
）
四
九
二

真
理
運
動
本
部

主
　
管
友
松
諦
道

〒
101

⊆
⊇

墓
兄
都
窪

　　三代
（　1田
二四区
五　1外

一一 _）○田
八八
六八神
八四田
三二寺

一6一
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●

事
務
局

　
鎌
倉
市
小
町
一
丁
目
＝
一
一
一
二

　
本
覚
寺
内

　
〒
脇
　
〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
四
九
〇

安

藤

文

雄

小

崎

竜

雄

柴

田

敏

夫

副
会
長

小

沢

省

元

会

長

貝

山

宣

泰

総

裁

岩

本

勝

俊

神
奈
川
三
四
教
会

本
部

　
　
茨
城
県
多
賀
郡
十
王
町
友
部
一
九
九
〇

　
　
〒
胸
脇
〇
二
九
三
（
三
二
）
二
〇
五
一

事
務
局

　
　
水
戸
市
八
幡
町
十
一
の
六
九
祇
園
寺
内

　
　
〒
珈
〇
二
九
二
（
二
一
）
五
二
二
九

外
顧
問
理
事
評
議
員
一
同

次
長

事
務
局
長

〃　　　　〃 〃　　〃　　副

　　　　　会

　　　　　長

会

長

細小中土小牧秋大
瀬原村肥林田本越
宝　泰　純 栄　実　義　孝

山内崇浩寵栄雄仁

茨
城
県
仏
教
会

千代田トラベルがおくる夏の海外旅行

ボロブドールとバリ島・シンガポールの旅

　　世界最大の仏教遺蹟インドネシアのボロブドール見学と南

　　海の楽園バリ島の休日

インド・ガンダーラ・アフガニスタン美術研究の旅

　　日印協会主催・女子美術大学教授永井信一先生同行指導

　　アジャンタ・エローラ、カシミール、ペシヤワール、カイ
　　バル峠、カブール、バーミヤンなど

ガンダーラ・アフガニスタンの旅第11回・第12回
　　タキシラ、ペシヤワール、カイバル峠、ハッダ、カーブル
　　バーミヤン、プリホムリ、マザリシヤリフ、ラホール

スリランカ・タイ特別訪問団

　　WBF日本大会記念シリーズ（仏教タイムス社共催）スリ

　　ランカの仏跡とバンコック訪問

7月26日遅8月1日　7日間

参加費用　298，000円

8月8日～8月23日　16日間

参加費用　485，000円

8月15日～8月27日　13日間

8月29日～9月10日　　ク
参加費用　465，000円

8月23日～9月2日　11日間

参加費用　298，000円

　この旅行はキャンディの仏歯寺のお祭りとして世界的に有名ペラヘラ期間に当ります。ペラヘラの日
程が決まるのは5月の満月を過ぎてからのため、ペラヘラを予め日程に組み入れた旅行は皆無です。こ
のたびは幸運にもキャンディ滞在中が10日間続くペラヘラの最高潮に達するときです。日本テレビ（N
TV）カメラマン3人同行します。この好機をお逃しなく。

　千代田トラベル制作の小冊子「仏跡参拝」

をご希望の方に贈呈しております。はがきで
お申込ち申込下さい

　第12回世界仏教徒会議日本大会協賛広告

　　　　取扱旅行会社
　　　運輸大臣登録一般第154号

繰総杜多i層「Fラ＝ペル
東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

　　　電話181＝1％1（㈱
　　　郵便番号　io7

一　7　一
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チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ
長
老
が
来
日

ス
リ
ラ
ン
カ
の
一
行
に
歓
迎
委
員
会

ラ
鷺
　
　
　
．
計
時

ダ
比
丘
　
　
　
　
、
，
　
升

を
団
長
　
　
　
　
　
謎
聾

と
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
・
中

一
行
四

名
は
、

五
月
二

十
八
日
・

午
後
八
時
に
羽
田
着
の
大
韓
航
空
機
二
便
に
て

来
日
し
た
。

　
一
行
は
韓
国
に
お
け
る
仏
誕
二
千
六
百
年
祭

祝
典
に
、
国
賓
と
し
て
招
か
れ
た
途
次
日
本
に

立
ち
寄
っ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ

長
老
は
同
国
の
仏
教
宗
派
三
派
の
中
の
ア
ス
ギ

リ
や
派
五
千
力
寺
を
輩
下
に
す
る
管
長
で
、
仏

歯
髄
管
長
で
も
あ
り
、
長
老
の
来
日
に
際
し
て

は
、
外
務
省
南
西
ア
ジ
ア
課
、
駐
日
ス
リ
ラ
ン

カ
大
使
館
か
ら
も
滞
在
中
の
便
宜
供
与
方
依
頼

が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
来
日
の
際
に
は
、
ス

リ
ラ
ン
カ
大
使
館
よ
リ
テ
イ
ラ
カ
ラ
イ
ト
大
使

自
か
ら
出
迎
え
る
と
い
う
V
I
P
を
お
も
わ
せ

る
扱
い
で
あ
り
、
全
日
仏
か
ら
も
麻
布
W
F
B

事
務
総
局
長
、
来
馬
国
際
文
化
局
長
、
鎌
田
国

際
部
長
、
西
村
・
黒
田
両
W
F
B
実
行
委
員
な

ど
が
出
迎
え
た
。
な
お
一
行
歓
迎
委
員
会
は
、

麻
布
照
海
、
丹
羽
廉
芳
山
師
が
発
起
人
と
な
り

約
百
名
の
有
志
が
賛
同
し
て
組
織
さ
れ
、
一
週

間
に
わ
た
る
一
行
の
接
待
を
行
っ
た
。

　
一
行
は
都
内
名
刹
寺
院
を
巡
拝
し
た
の
ち
、

五
月
三
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
け
る
全
日
仏
お
よ
び
歓
迎
委
員
会

主
催
の
歓
迎
午
餐
会
に
出
席
し
懇
談
し
た
。
そ

の
後
、
鶴
見
・
総
持
寺
、
大
雄
山
・
最
乗
寺
に

宿
泊
、
六
月
一
日
か
ら
は
京
都
を
巡
拝
し
、
東

本
願
寺
で
は
大
谷
光
暢
全
日
仏
会
長
、
西
本
願

寺
で
は
大
谷
光
真
門
主
等
に
謁
見
し
、
妙
心
寺

に
宿
泊
し
“
六
月
四
日
帰
国
し
た
。

　
今
度
の
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ
長
老
一
行
の
来
日

に
つ
い
て
一
週
間
に
わ
た
る
滞
在
中
の
一
切
の

費
用
を
む
協
賛
頂
い
た
約
題
名
の
委
員
の
方
々

お
よ
び
各
本
山
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
香
港
仏
教
会
長
と
懇
談

　
　
　
　
　
　
　
全
日
仏
へ
■
行
九
名
来
訪

　
日
本
仏
教
と
の
親
善
交
流
の
た
め
来
日
中
の

香
港
仏
教
僧
伽
連
合
会
の
釈
洗
塵
会
長
、
釈
永

慢
副
会
長
ら
九
名
の
仏
教
僧
尼
が
、
六
月
十
七

日
午
後
四
時
に
、
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
を

訪
問
し
、
鱒
渕
事
務
総
長
、
加
藤
総
務
局
長
ら

と
親
し
く
懇
談
し
た
。

　
洗
塵
法
師
は
W
F
B
香
港
セ
ン
タ
ー
の
代
表

で
、
今
回
日
本
仏
教
界
の
視
察
の
た
め
に
初
め

て
来
日
し
た
も
の
で
、
明
年
の
W
F
B
日
本
大

会
に
出
席
を
確
約
す
る
と
共
に
、
仏
教
書
の
翻

訳
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
と
香
港
の
仏
教

交
流
を
深
め
た
い
と
話
し
て
い
た
。

関
東
甲
信
越
静
会
議

　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
長
野
県

仏
教
会
の
担
当
で
、
六
月
二
十
日
午
後
一
時
よ

り
、
善
光
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
本
堂
で
先
師
法
要
の
あ
と
、
忠
霊
殿
に
お
い

て
半
田
孝
淳
師
（
長
野
県
仏
）
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
に
入
っ
た
。

「
一
、
第
2
5
回
埼
玉
大
会

　
開
催
地
埼
玉
県
仏
の
大
島
会
長
挨
拶
に
つ
づ

い
て
、
柳
事
務
局
長
よ
り
細
目
に
わ
た
っ
て
大

会
要
項
、
準
備
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に

文
書
資
料
展
に
つ
い
て
、
各
地
浴
仏
教
会
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
、
寺
院
に
機
関
紙
・
寺
報
な
ど

を
出
品
し
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　
二
、
第
1
2
回
W
F
B
日
本
大
会

　
麻
布
事
務
総
局
長
挨
拶
の
あ
と
、
鎌
田
部
長

が
説
明
。
こ
の
申
で
は
地
方
大
会
に
つ
い
て
の

質
問
が
多
数
だ
さ
れ
た
。

　
三
、
各
県
仏
活
動
報
告

　
仏
教
会
に
よ
っ
て
は
停
滞
ぎ
み
の
と
こ
ろ
や

役
員
交
替
期
の
会
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
活
動
を
と
う
し
て
全
一
仏
教
運
動
を
推
進
し

て
い
る
。
特
に
静
岡
県
仏
で
は
檀
信
徒
会
議
の

実
行
、
仏
教
婦
人
会
の
結
成
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
大
変
な
努
力
で
あ
る
。
ま
た
茨
城

は
宗
教
法
人
の
実
務
研
修
会
な
ど
を
活
発
に
開

い
て
活
動
し
て
い
る
。
近
い
将
来
に
は
全
仏
大

会
の
開
催
な
ど
も
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

長
野
、
神
奈
川
な
ど
は
「
全
町
」
掲
載
の
と
う

り
大
き
な
組
織
で
活
動
し
て
い
る
。

　
（
出
席
県
仏
）
埼
玉
、
神
奈
川
、
静
岡
、
茨

城
、
山
梨
、
群
馬
、
千
葉
、
長
野
。

5
1
年
度
全
日
本
仏

教
会
の
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
号
の
つ
づ
き
）

　
六
、
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
お
よ
び
文

化
交
流
の
促
進

　
○
昭
和
5
1
年

44
266

6　6　6

211510

109

62

8
●

2

1110
　　　。　〃

4　22

11

E
8 W

F
B
日
本
大
会
世
話
人
会

　
　
〃

プ
ラ
ン
委
員
会

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

員
会

　
　
〃

　
　
〃

会
計
会
式

　
　
〃

マ
ス
タ
ー

　
〃
世
話
人
会

起
草
小
委

世
話
人
会

　
〃
準
備
委
員

小
委
員
会

W
F
B
日
本
大
会
小
委
員
会

員
会

1111

1915

A本委
員
会

〃〃〃〃

企
画
小
委

勧
財
野
馳

　
〃
準
備
合
同

一8一

　　噂．
F　■　二　　」」，　　．

蝉一♂帯
｝r，｝
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…
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
全
日
本
仏
教

青
年
会
の
O
B
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

昭
和
四
十
年
に
結
成
さ
れ
た
。
現
在
、
会
員

は
二
十
一
名
を
数
え
て
い
る
。
ブ
デ
ィ
ス
ト

仏
教
徒
と
し
て
社
会
奉
仕
を
精
神
と
し
、
献

血
運
動
、
施
設
等
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
毎
年

行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
十
二
月
の
お
釈

　
　
　
　
　
　
　
迦
さ
ま
成
道
会
記
念
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
は

ユ
ニ
ー
ク
な
運
動
で
、
仏

土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
光
明
寺
石
上
慈
敬
、

正
行
寺
岩
佐
哲
雄
、
正
満
寺
樹
谷
淳
宣
、
善

久
寺
福
島
光
信
、
西
教
寺
村
松
賢
英
、
天
台

宗
で
は
金
蔵
寺
内
田
大
寛
、
地
福
寺
鎌
田
良

昭
、
知
行
院
坂
本
蕃
書
、
円
珠
院
杉
谷
義
純

高
野
山
真
言
宗
で
は
高
麗
院
川
島
宏
之
、
金

剛
院
山
田
一
真
、
浄
土
宗
で
は
宗
源
寺
斉
藤

扮
州
、
罵
言
宗
豊
山
派
で
は
宝
持
院
田
沢
友

海
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
桃
林
寺
成
田
孝

英
、
曹
洞
宗
で
は
信
松
院
西
村
輝
成
、
泰
宗

寺
籏
本
宏
昌
、
仏
具
商
と
し
て
浜
田
商
店
浜

田
嘉
伸
、
安
田
松
慶
堂
安
田
圭
司
、
中
央
区

議
会
議
員
の
現
職
立
石
晴
康
と
い
う
年
令
的

社
会
奉
仕
を
精
神
に

教
の
宣
布
と
パ
ー
テ
ィ
参

加
者
の
親
睦
を
は
か
り
、

パ
ー
テ
ィ
の
利
益
を
チ
館

リ
テ
ィ
す
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
企
画
は
も

う
十
年
以
上
続
い
て
い
る
。
ま
た
最
近
は
、

海
外
仏
教
徒
と
の
交
流
に
も
力
を
入
れ
、
年

に
一
度
ほ
ど
海
外
旅
行
団
を
組
ん
で
い
る
。

　
社
会
へ
の
奉
仕
を
通
じ
て
、
宗
派
、
国
籍

を
超
え
て
仏
教
徒
の
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ

て
ゆ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
会
員
も
多
岐
に
渉

り
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
総
、
各
団
体
の
中
堅
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
で
は

玉
泉
院
井
上
日
宏
、
題
経
寺
望
月
良
晃
、
浄

に
も
働
き
盛
り
の
会
員
ば
か
り
な
の
も
特
色

で
あ
る
。

　
ク
ラ
ブ
の
役
員
は
毎
年
ま
わ
り
持
ち
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
幹
事
以
下
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
受
け
持

っ
て
ク
ラ
ブ
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
る
。
全

員
が
何
か
の
役
に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
申
で
も
愉
快
な
の
は

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
。
こ
れ
は
例
会
等
で
、

遅
刻
等
の
規
則
違
反
者
か
ら
罰
金
を
徴
収
す

る
係
。
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ゴ
ル
フ
会

や
家
族
会
の
設
定
運
営
、
企
画
は
年
中
の
行

事
の
企
画
、
渉
外
は
外
部
団
体
と
の
接
渉
を

ま
か
さ
れ
て
い
る
。
会
計
係
も
少
な
い
予
算

を
切
り
ま
わ
し
て
苦
労
し
て
い
る
。
そ
し
て

幹
事
は
例
会
の
運
営
を
す
る
。

　
例
会
は
毎
月
四
日
に
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
し
て
い
る
。
食
事
を
し
な
が
ら
各

会
員
の
情
報
交
換
や
提
案
が
な
さ
れ
、
毎
回

各
界
の
名
士
を
講
師
に
招
い
て
知
識
を
広
げ

て
い
る
。
普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
世
界

の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
と
い
う
も

の
を
多
面
的
に
と
ら
え
る
、
思
い
が
け
な
い

角
度
か
ら
仏
教
を
な
が
め
る
と
い
う
の
も
新

鮮
な
こ
と
で
あ
る
。
会
員
が
国
際
的
感
覚
を

身
に
つ
け
、
広
い
視
野
で
も
の
む
と
を
な
が

め
ら
れ
る
の
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

．
現
在
、
仏
教
界
は
と
か
く
横
の
連
絡
が
途

絶
え
勝
ち
な
中
、
各
宗
派
の
中
堅
が
集
ま
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
団
体
の
情
報
を
交
換
し

あ
い
、
積
極
的
に
仏
教
界
を
盛
り
上
げ
て
ゆ

こ
う
と
い
う
意
志
を
各
会
員
は
も
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
当
ク
ラ
ブ
を
果
す
役

割
は
大
き
な
も
の
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
が
来
年
日
本

を
主
催
国
と
し
て
開
催
さ
れ
る
が
、
当
ク
ラ

ブ
員
は
各
委
員
会
に
参
加
し
、
こ
れ
を
成
功

さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
仏
教
の
発
展
は

各
宗
派
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
で
あ
り
、
仏
教
徒

の
発
展
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
ク
ラ
ブ
は
そ
の
活
動
を
通

じ
て
仏
教
の
発
展
に
貢
献
し
、
真
の
仏
教
徒

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
（
事
務
所
）
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
の
1
4

の
3
・
安
田
松
慶
堂
内

11

E
1
9

11～11
　　　24　・

24　　20

12

E
6

1

21

○
昭
和
52
年

32
1117

3
・
1
2

3
・
2
6

W
F
B
本
部
執
行
委
員
会

（
ペ
ナ
ン
）
出
席

W
F
B
Y
国
際
セ
ミ
ナ
ー

（
ペ
ナ
ン
）
出
席

W
F
B
日
本
大
会
準
備
合
同

小
委
員
会

　
　
　
　
〃
　
　
理
財
小
委

員
会

W
F
B
日
本
大
会
準
備
小
委

員
会

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
〃
　
　
　
仏
教
英
語

学
生
養
成
打
合
会

　
　
　
〃
　
　
　
実
行
委
員

会
発
会
式

　
　
　
〃
　
　
　
総
務
委
員

会

　
七
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進

○
昭
和
5
1
年

6　～64
　　　11　・　・

21　　1　11

1110

1720

～
19

　　　昭

　　　和

2　52
・年
12

ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
出
席

仏
教
親
善
訪
米
団
（
2
団
）

派
遣
タ
イ
国
宗
教
局
長
来
日
歓
迎

会林
鼻
翼
師
来
日
歓
迎
会

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
バ
ン
ダ
ラ

ナ
イ
ケ
女
史
来
日
歓
迎
会

仏
教
婦
人
訪
米
団
派
遣
後
援

9一
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・
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
、
愛
媛
県
仏
人
事

▼
愛
媛
県
仏
教
会
で
は
役
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
次
の
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

　
会
長
・
五
葉
正
道
、
副
会
長
・
高
縄
泰
道
、

千
顕
英
、
事
務
局
長
・
小
野
田
章
神
、
会
計
β

白
石
大
峯
。
　
（
新
事
務
所
）
松
山
市
木
屋
町
ニ

ー
ニ
ー
三
／
円
福
寺
内
。

　
　
　
都
民
お
盆
ま
つ
り

▼
日
本
仏
教
鎭
仰
会
で
は
　
恒
例
の
「
都
民
お

盆
ま
つ
り
」
を
七
月
十
二
日
正
午
よ
り
東
京
・

日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
す
る
。
特
に
本
年
は
終

戦
三
十
三
回
忌
法
要
を
天
台
宗
門
跡
青
蓮
院
門

主
・
東
伏
見
慈
治
台
下
の
導
師
で
厳
修
。

　
　
　
仏
教
保
育
協
会
人
事

▼
日
本
仏
教
保
育
協
会
で
は
、
五
月
十
六
～
十

七
日
に
福
井
県
芦
原
温
泉
で
総
会
を
開
催
し
、

次
の
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　
理
事
長
・
古
屋
道
雄
、
副
理
事
長
・
秋
山
秀

済
、
小
林
竜
雄
、
常
任
理
事
・
山
内
昭
道
、
松

樹
素
道
、
妹
川
泰
雄
、
堀
江
伸
享
、
五
島
行
宣

　
　
　
全
日
仏
事
務
局
よ
り

▼
参
院
選
全
国
区
に
立
候
補
予
定
で
あ
っ
た
村

田
直
治
氏
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
断

念
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
全
日
仏
推
薦
を
取
消
し

ま
し
た
。

▼
今
月
号
よ
り
「
全
仏
」
誌
の
表
紙
写
真
を
松

本
栄
一
氏
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

…．

v
F
B
事
務
局
録
事
（
6
月
）

　
　
二
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
二
年
七
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
七
月
号
第
二
三
〇
号

　
　
六
日
仏
教
英
語
研
修
会

　
十
六
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
仏
教
英
語
研
修
会

　
二
十
日
仏
教
英
語
研
修
会

二
十
三
日
関
西
事
務
局
と
打
ち
合
せ

二
十
九
日
　
記
念
事
業
委
員
会

　
三
十
日
仏
教
英
語
研
修
会

　
　
…
事
務
総
局
録
事
（
6
月
）

　
　
二
日
　
局
内
会
議

　
十
六
日
　
埼
玉
大
一
実
行
委
員
会

　
　
　
　
局
内
会
議

　
　
　
　
香
港
仏
教
会
心
局

　
二
十
日
　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

二
十
九
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
　
　
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

わ
O
o
o
O
o
o
O
o
只
n
u
o
o
O
o
o
n
り
o
o
O
o
o
O
●
◎
し

α
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

。◎

　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　電話代表（841）4965
0（二⊃OOOOOOOOOOOOOOOOO＜＝；＝》OOOOO（＝＝＞OOOOO《＝＝》O

”
地
震
ダ
！
”
火
の
始
末

し
か
し
お
灯
明
だ
け
は
安
心
！
ゆ
ら
い
だ
時
に
は
ち
ゃ
ん
と
消
え
て
い
ま
す

お
ま
け
に
二
二
ソ
ク
が
白
い
ロ
ー
ソ
ク
型
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ロ
ー
ソ
ク
の
倒

れ
、
曲
り
、
ロ
ー
た
れ
で
火
事
に
な
る
心
配
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

は
な
れ
て
見
る
と
、
全
く
ロ
ー
ソ
ク
同
様
に
見
え
、
使
用
法
が
簡
単
。
一
本
で
約
九

時
間
燃
え
ま
す
。

国
の
、
民
族
の
宝
を
、
あ
な
た
の
、
み
ん
な
の
お
寺
を

守
り
ま
し
よ
う

燭
台
「
と
も
し
び
長
命
」

買
わ
し
て
下
さ
い

に
一
役

◎
御
集
会
等
に
は
、
何
時
で
も
御
説
明
に
伺
い
ま
す
。

◎
下
の
台
を
は
ず
す
と
今
使
っ
て
い
る
燭
台
に
そ
の
ま

　
ま
使
用
出
来
ま
す
。

　
翻
一
二
…

……

?
閧
ﾜ
す
。
ご
…
…

避
ト
謬
涼
じ
…

ローソク型（内部にローソ
クとバネが内臓され、燃え
ただけバネによって、ロー
ソクが上部に押し上げられ
て完全に燃焼する）
ローソク星野さ　30砺
　　　　　　径　　4．5砺
　　台高さ8．50鷹
　　　　　　径　10．5砺

三
木
寺
院
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
含

三
木
プ
レ
ス
工
業
株
式
会
社
奮
931
　　8

3175

93
　　1

0031

〒
㎝
　
京
都
府
向
日
市
上
目
野
町
一
徳
一
六

麟
歎
麟
駒
算
置

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
Ω
ご
　
（
八
四
一
一
）
　
六
三
四
一
～
三

一10一
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